
総
合
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

愛
称
を
決
定

全
て
の
資
源
ご
み
を
無
料

回
収
す
る
新
た
な
施
設
の
名

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
２６４

点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
作

品
に
決
定
し
ま
し
た
。
特
選

作
品
は
、
施
設
の
愛
称
と
な

り
ま
す
。

●
特
選
「
エ
コ
ら
ん
ど
」伊

藤
美
典
さ
ん（
小
川
町
）

み
の
り

●
入
選
「
資
源
も
っ
て
こ

広
場
」神
谷
崇
資
さ
ん（
福
釜

た
か
し

町
）、「
資
源
の
森
」伊
藤
ヒ
ロ

ト
さ
ん（
美
園
町
）、「
エ
コ
ぱ

ー
く
」西
川
遼り

ょ
う

太
郎
さ
ん（
大

た
ろ
う

東
町
）

内
公
園
の
催
し

堀

広報あんじょう 2013.12.15 芽

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

■問
▼
堀
内
公
園

（
緯〈

〉５
９
４
７
）

９９

験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

体
●
と
き
来
年
２
月
８
日
松
午
前

９
時

分
～

時

分

２０

１１

５０

●
と
こ
ろ

市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
妊
婦
と
そ
の
夫

●
そ
の
他
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
、
歯
の
豆
知
識
な
ど
の

展
示
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
。
当
日
、
高
校
生
が
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
参
加
し

ま
す

●
申
し
込
み
要
予
約
の
も
の
糸

来
年
１
月
７
日
昇
～

日
晶
午
前

３１

８
時

分
～
午
後
５
時

分（
松

３０

１５

掌
抄
を
除
く
）に
、
直
接
・
電
話・

フ
ァ
ク
ス
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
／
胃〈

〉１

７６

７７

１
０
３
）へ

そ
れ
以
外
糸
当
日

午
前
９
時

分
～

時
に
直
接
同

１０

１１

セ
ン
タ
ー
へ

■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
内
容

夫
が
妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
着
用
し
、
日
常
生
活
の
動

作
を
体
験

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き
午
前
９
時

分
・

時・

２０

１０

時

分
・

時

分

１０

４０

１１

２０

●
定
員
各

組（
先
着
順
）

１２

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時

２０

１０

分（
約
１
時
間
）

４０●
定
員
各

組（
先
着
順
）

１３

■
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー

●
と
き
午
前
９
時

分
・

時

４０

１０

分
・

時
・

時

分

２０

１１

１１

３５

●
内
容
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、

赤
ち
ゃ
ん
が
喜
ぶ
お
も
ち
ゃ
作
り

■
絵
本
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時

４０

１０

分
・

時
・

時

分

２０

１１

１１

３５

●
内
容
読
み
聞
か
せ
の
実
演
、

赤
ち
ゃ
ん
向
け
絵
本
を
紹
介

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

●
と
こ
ろ
堀
内
公
園

◎
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア

■
体
験
！
デ
コ
ク
レ
イ「
ス
イ
ー

ツ
ク
レ
イ
」

●
と
き

月

日
松
午
前
９
時

１２

２１

～
正
午

●
内
容
ふ
わ
ふ
わ
粘
土
で
ス
イ

ー
ツ
小
物
を
制
作

●
定
員

人（
当
日
先
着
順
）

３０

●
費
用

円
１００

●
そ
の
他
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴

■
南
吉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

●
と
き

月

日
松
～

日
抄

１２

２１

２３

午
前
９
時
か
ら（
台
紙
が
無
く
な

り
次
第
終
了
）

●
内
容
新
美
南
吉
の
作
品
に
ち

な
ん
だ
ク
イ
ズ
形
式
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
。
全
問
正
解
者
に
は
、
粗

品
を
進
呈

●
対
象
小
学
生
以
下

■
ビ
ン
ゴ
大
会

●
と
き

月

日
松
～

日
抄

１２

２１

２３

午
後
２
時

分
３０

●
内
容
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
人
に

お
菓
子
を
進
呈

●
対
象
小
学
生
以
下

●
定
員
各

人（
当
日
先
着
順
）

１００

●
そ
の
他
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
は
、

参
加
す
る
本
人
の
み
に

分
前
か

１５

ら
配
布

■
利
用
料
還
元
抽
選
会

●
と
き

月

日
松
～

日
抄

１２

２１

２３

●
内
容
対
象
遊
具
の
利
用
者
が

く
じ
を
引
き
、
当
た
り
が
出
た
ら

有
料
遊
具
利
用
券
を
進
呈

対
象
遊
具諮

日
松
糸
観
覧
車

２１

日
掌
糸
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

２２
日
抄
糸
汽
車

２３●
定
員
各

人（
当
日
先
着
順
）

１００

◎
新
年
イ
ベ
ン
ト

■
こ
ど
も
無
料
開
放

●
と
き
来
年
１
月
４
日
松
・
５

日
掌

●
内
容

サ
イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル
、

汽
車
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
観

覧
車
を
無
料
開
放

●
対
象

小
学
生
以
下

●
そ
の
他

未
就
学
児
は

歳
以

１８

上
の
保
護
者
同
伴

ぜぜひお持ちくださぜひお持ちくださいい

赤ちゃんと交流しま赤ちゃんと交流しますす

南吉とわたし15

新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
碑

碑
文
検
討
委
員
会

安
城
高
等
学
校
２
年

小
島
由
郁
さ
ん

か

ゆ

広報あんじょう 2013.12.15蛾

ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
コ
ン
テ

ス
ト
結
果

ガガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に

人
、
み
ど

３２

り
の
カ
ー
テ
ン
に

人
、
オ
ー
プ

２２

ン
ガ
ー
デ
ン
に

人
の
応
募
が
あ

１１

り
ま
し
た
。
な
お
、
応
募
写
真
は
、

月

日
抄
ま
で
堀
内
公
園
に
展

１２

２３

示
し
ま
す
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ

ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

井
上
敏
子

と
し
こ

●
美
化
部
会
長
賞

井
上
美
子

よ
し
こ

●
入
賞

川
治
静
子

か
わ
じ
し
ず
こ

、
吉
田
千
代

ち

よ

子
、
竹
本
洋
子

こ

よ
う
こ

■
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

柴
崎
廉
平

れ
ん
ぺ
い

●
美
化
部
会
長
賞

安
藤
松し

ょ
う

兵へ
い

●
入
賞

島
嵜
ま
り
子
、
日
下
貴

し
ま
さ
き

た
か

則の
り

■問
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈

〉２
２
４
４
）

７１

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う

（
緯〈

〉１
３
１
５
）

５５

井上敏子さんの作品

■
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

岡
田
秋
子

あ
き
こ

●
美
化
部
会
長
賞

増
田
美
年
子

み

ね

こ

●
入
賞

渥
美
美
代
子

み

よ

こ

柴崎廉平さんの作品

私
た
ち
の
学
校
、
県
立
安
城

高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
安
城

高
等
女
学
校
に
は
、
か
つ
て
新

美
南
吉
先
生
が
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
市
が
生
誕
百
年
を
記
念

し
て
中
庭
に
記
念
碑
を
作
る
と

い
う
こ
と
で
、
昨
年
、
生
徒
１５

人
で
検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
、

碑
に
刻
む「
碑
文
」を
検
討
し
ま

し
た
。

◆
自
分
の
力
で
進
路
を

私
た
ち
は
、「
碑
文
」を
南
吉

先
生
の
作
品
か
ら
選
ぶ
こ
と
と

し
、
安
城
時
代
の
作
品
の
中
か

ら
候
補
を
８
つ
に
絞
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
安
城
高
校
の
１
・
２

年
生
全
員
の
投
票
で
決
定
し
た

の
が
、
昭
和

年
に
書
か
れ
た

１４

『
寓
話
』の
中
の
一
節
で
す
。

ぐ
う
わ

君
達
も
大
き
く
な
る
と

一
人
一
人
が
旅
を
し
な
き

や
な
ら
な
い

旅
人
に
な
ら
な
き
や
な
ら

な
い苦

し
く
と
も
、
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
歩
い
て
い
き
な

さ
い
、
自
分
の
力
で
進
路

を
決
め
て
い
き
な
さ
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
入
学
し

て
く
る
後
輩
に
も
伝
え
て

い
き
た
い
言
葉
で
す
。

石
碑
の
文
字
は
、
卒
業

生
で
も
あ
り
、
書
道
部
の

指
導
を
し
て
い
る
書
家
・

山
本
祐
司
先
生
に
書
い
て

ゆ
う
じ

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

は
、
安
城
高
校
み
ん
な
の

気
持
ち
が
詰
ま
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
ず
っ
と
残
っ
て
い
く
も
の

検
討
会
で
は
、
半
田
市
の
生

家
や
新
美
南
吉
記
念
館
を
見
学

し
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
り
と
、
初
め
て
の
経

験
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
す

っ
か
り
南
吉
フ
ァ
ン
に
な
り
、

作
品
に
つ
い
て
熱
く
語
る
子
も

い
ま
し
た（
笑
）。

が
ん
ば
っ
て
決
め
た
碑
文
が

石
碑
に
刻
ま
れ
た
こ
と
。
そ
れ

は
私
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も

ず
っ
と
残
っ
て
い
く
も
の
だ
と

い
う
こ
と
。
す
ご
い
こ
と
を
や

り
遂
げ
た
ん
だ
な
あ
と
、
達
成

感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

委委員会で作品についての意見を交委員会で作品についての意見を交換換

南吉の生家を訪れまし南吉の生家を訪れましたた

岡田秋子さんの作品


